
地
方
交
付
税
が

見
込
み
よ
り
多
く
交
付

　　

町
の
一
般
会
計
は
、
平
成　

年
２０

度
決
算
で
、
約
1
億
８
２
４
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
皆

さ
ん
に
、
大
幅
に
収
支
が
改
善
さ

れ
た
財
政
推
計
を
お
示
し
し
ま
し

た
が
、
今
年
は
さ
ら
に
改
善
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

改
善
で
き
た
最
も
大
き
な
要
因

は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
が
、
見
込
ん
で
い
た
金
額
よ

り
多
く
交
付
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

 
社
会
情
勢
な
ど
考
慮
し
て

推
計
を
見
直
し

　　

町
で
は
、
平
成　

年
度
決
算
お

２０

よ
び
平
成　

年
度
予
算
を
踏
ま
え
、

２１

事
業
を
一
つ
一
つ
細
か
く
聞
き

取
っ
た
も
の
を
積
み
上
げ
、
新
し

く
推
計
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
、
大
き
な
割
合
を

占
め
る
地
方
交
付
税
は
、
平
成　
２１

年
度
と　

年
度
の
２
カ
年
に
地
方

２２

の
経
済
対
策
の
た
め
特
別
に
交
付

さ
れ
る
４
７
０
０
万
円
が　

年
に

２３

は
交
付
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
や
、

交
付
税
の
財
源
と
な
る
国
全
体
の

税
収
入
が
今
後
は
減
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
の
で
、
徐
々
に
減
っ

て
い
く
推
計
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
税
や
使
用
料
も
人

口
減
に
よ
り
減
少
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
変

更
や
事
業
の
見
直
し
を
踏
ま
え
修

正
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
、
下
水
道
な
ど
の

企
業
会
計
に
つ
い
て
も
事
業
ご
と

に
細
か
く
積
み
上
げ
を
し
、
そ
れ

に
伴
い
一
般
会
計
の
繰
出
金
も
見

直
し
を
し
て
い
ま
す
。（
詳
し
く

は
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

 
町
は
「
財
政
健
全
化
団
体
」

　　

広
報
ひ
の　

月
号
や
新
聞
報
道

１０

な
ど
で
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
町

の
借
金
の
返
済
額
の
大
き
さ
を
示

す
実
質
公
債
費
比
率
は　

･
２
％

３０

と
、
全
国
で
も
３
番
目
に
悪
い
数

値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

国
の
示
す
早
期
健
全
化
基
準
の　
２５

％
を
超
え
て
お
り
、「
財
政
健
全

化
団
体
」
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
精
通
し
た
方
に
よ

る
個
別
外
部
監
査
を
経
て
、
財
政

健
全
化
計
画
を
策
定
し
議
会
に
報

告
、
ま
た
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 
実
質
公
債
費
比
率

　

％
以
下
を
目
指
し
て

２５
　　

今
後
、
現
在
の
計
画
の
と
お
り

事
業
を
進
め
て
い
け
ば
、
平
成　
２４

年
か
平
成　

年
に
は　

％
を
下
回

２５

２５

る
見
込
み
で
す
。

　

た
だ
し
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

日
野
町
で
は
、
国
の
財
政
状
況
に

よ
っ
て
は
、
推
計
よ
り
も
悪
い
方

向
に
向
か
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
今
後
も
慎
重
に
行
財
政

運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
住

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２８年度２７年度２６年度２５年度２４年度２３年度２２年度２１年度２０年度１９年度１８年度平成１７年度
337,129339,183351,276353,410355,586367,484367,684389,578414,980414,458365,203361,942地方税
90,46890,46890,46890,46890,46890,46890,46890,46896,71199,069137,457127,482地方譲与税等
1,644,5031,702,5281,745,6721,794,3041,867,5321,894,2492,068,0082,0799131,966,6591,844,3861,791,1921,859,154地方交付税（含臨財債）

6286286896286301,8482,6887,04916,34923,74523,42314,994分担金・負担金
40,80640,82640,82242,60843,86243,97343,81145,34749,46851,98348,07641,864使用料・手数料
215,219217,786217,136231,668210,322281,102250,377570,127312,850263,125267,599358,826国庫支出金
14,50011,50011,50011,50011,50011,50010,50010,43135,44013,69720,953247,289繰入金
6,9003,70014,15018,8507,55077,70026,85020,10021,60028,634124,610170,235地方債（除臨財債）
41,73242,91143,66643,43158,93567,70677,268137,452158,216152,245246,247180,276諸収入、財産収入、寄附金等
2,391,8852,449,5302,515,3792,586,8672,646,3852,836,0302,937,6543,350,4653,072,2732,891,3423,024,7603,362,059
499,829515,433525,935552,923551,501576,019564,649554,222523,292548,147610,065680,721人件費

240,724244,015245,178248,657242,016254,595259,933353,748217,911218,633213,970245,066物件費
17,75118,03218,33618,11817,84718,55219,08218,50318,85416,35115,09522,179維持補修費
144,176144,396144,638144,902145,281145,590145,989146,871140,378145,280142,255143,321扶助費
675,257678,360676,523685,458705,865737,269750,835747,055656,309581,237633,237592,238補助金等
369,446427,651486,718476,132520,869534,288616,658724,825695,964704,153760,978728,423公債費
294,565308,547316,058327,929357,501355,128367,699464,314437,962385,973379,093393,140繰出金
39,03438,00555,61365,13354,230158,11974,946203,129105,697114,031244,212394,671普通建設等
29,47729,47429,47129,46834,46534,46234,459137,798151,89035,07351,75743,772貸付金、積立金等
2,310,2592,403,9132,498,4702,548,7202,629,5752,814,0222,834,2503,350,4652,948,2572,748,8783,050,6623,243,531歳出計
81,62645,61716,90938,14716,81022,008103,4040124,016142,464△ 25,902118,528差引

116,562△ 25,902差引累計

794,343712,717667,100650,191612,044595,234573,226469,822314,461159,141158,764158,664基金残高
1,572,3951,806,3302,102,4782,439,4552,756,9223,126,7113,431,0223,868,8064,338,8234,842,0725,326,0805,747,699地方債残高（一般会計）
1,225,2231,349,4421,487,2591,635,3031,796,9651,984,6342,174,2842,371,6282,582,3792,781,9272,909,1393,014,232地方債残高（特別会計）
18.4%21.6%23.9%22.5%25.3%24.5%24.7%26.1%27.9%27.9%35.0%30.3%実質公債費比率（単年度）
21.3%22.6%23.8%24.0%24.7%25.0%26.1%27.2%30.2%31.0%30.2%実質公債費比率（３か年平均）

※平成１７年度から２０年度までは決算統計の数値、平成２１年度は現予算の数値です

平成２８年度までの一般会計の収支推計表　　　　　　　平成２１年１０月２２日現在（単位：千円）

財
政
状
況
さ
ら
に
改
善

 

▼
新
し
い
財
政
推
計
を
作
成

町
で
は
、
毎
年
、
決
算
が
確
定
し
た
後
、

一
般
会
計
の
収
支
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
平
成　

年
度
ま
で
の
収
支
推
計
を
更
新
し
ま
し
た
。

２８
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こ
の
た
び
、
日
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
日
野
町
制
施
行　

周
年
記

５０

念
式
典
で
、
思
い
が
け
ず
「
多
年
、
日
野
病
院

名
誉
病
院
長
と
し
て
地
域
医
療
の
向
上
に
寄

与
し
た
」
と
の
こ
と
で
、
景
山
享
弘
町
長
さ
ん

か
ら
す
ば
ら
し
い
感
謝
状
を
頂
き
、
そ
の
栄

誉
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
高
知
医
科
大
学
と
鳥
取
大
学
医
学

部
で
教
授
と
し
て　

年
間
、
教
育
、
研
究
、
診

２０

療
、
管
理
の
責
務
を
負
っ
て
生
活
し
て
き
ま

し
た
が
、
医
師
本
来
の
診
療
活
動
を
定
年
退

官
後
に
し
て
み
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
っ
て
、
定
年
退
官

翌
日
の
平
成　

年
４
月
１
日
よ
り
、
当
時
の

１３

生
田
秀
正
町
長
と
堀
江
裕
病
院
長
さ
ん
か
ら

の
お
誘
い
に
応
え
る
か
た
ち
で
、
鳥
取
県
西

部
地
震
で
も
び
く
と
も
し
な
か
っ
た
新
装

な
っ
た
日
野
病
院
に
名
誉
病
院
長
と
し
て
着

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
来
、
早
く
も
９
度
目
の
秋
を
迎
え
ま
す
。

名
誉
病
院
長
と
は
い
え
、
専
門
は
眼
科
で
す

の
で
、
住
民
の
皆
様
方
の
健
康
福
祉
向
上
に

ど
の
程
度
貢
献
で
き
た
か
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
鳥
取
大
学
医
学
部
の
附
属
病
院

長
時
代
（
平
成
７
～
９
年
）、
日
野
病
院
の
移

転
建
替
え
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
病
院

に
す
る
か
と
い
う
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

で
し
た
の
で
、
そ
の
席
上
で
「
高
度
の
先
進
医

療
か
ら
介
護
ま
で
一
貫
し
た
ケ
ア
で
地
域
住

民
の
健
康
と
安
心
を
守
る
山
間
地
中
核
病
院

を
目
指
す
べ
き
だ
」
と
強
く
申
し
上
げ
た
の
を

今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
し
ま
す
。

　

予
算
の
関
係
も
あ
り
、
介
護
老
人
病
院
に

し
よ
う
と
い
う
ご
提
案
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
そ
の
よ
う
に
な
ら
な
く
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
の
病
院
に
勤
務

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
不
思
議
な
ご

縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

眼
科
診
療
の
充
実
と
合
わ
せ
、
地
域
医
療

の
向
上
は
私
一
人
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
と
も
医
療
ス
タ
ッ
フ
あ
げ
て

努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
関

係
各
位
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
、
お
礼
の
言
葉
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広報ひの ２００９年１１月号

町
制
施
行　

周
年
記
念
式
典
で
感
謝
状
を
頂
い
て

５０

日
野
病
院 
名
誉
病
院
長　

玉　

井　

嗣　

彦


